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何らの自覚症状をもたなかった。
追加 O小西義男，横川米司(小西外科病院) 
56歳の男子で，多彩な病像(接吻潰潰の周辺に Ie，
離れた前庭部に Iaがある多発早期胃癌が肉眼的に認め
られ，この IIe+IIaを含め広範に Ibがひろがってい
た)を呈した早期胃癌の l症例を示し，早期胃癌に対す
る外科の立場につき私見を述べた。すなわち 1)術前の
質的診断の重要性，広がりの問題， 前壁の診断， 2)術
中診断，切除範囲の決定， 3) Ibの問題の介入につい
て言及した。
番外z 熱傷患者の経験から
大倉正二郎(社保蒲田病院)
患者の保温の目的で，湯タンポは現在も広く使用され
ている。しかし手術後あるいは重症患者の場合には，身
体の自由がきかぬために，熱傷を起こす危険があるので
細心の注意が要求される。
わたくしどもの病院ではたまたま，腰麻による開腹術
後の患者に，湯タンポによる両側撞部の第 II度の熱傷
を惹起させ，これが医事紛争にまで発展した I例を経験
した。
よってわたくしは症例の概略を述べ，また「アンケー
ト」によって得た，わが国の患者の直接加温の趨勢なら
びにそれに由来する熱傷の状況などについて報告し皆様
のご批判を仰ぎたいと思う。 
61. 川鉄病院における頚部脊椎手術の検討 
0坂巻 陪，斎藤長生，平野彰三
中村謙介 (川鉄病院整形)
開設以来約2年半(1966.4"，1968.10)の川鉄病院整形
外科における頚部脊椎手術の統計的観察ならびに症例検
討を行なった。頚椎疾患の入院統計では，工場，交通災
害の増加に伴う頚部外傷が大半を占める。この内頚髄損
傷により急速に死の転帰をとったものは頚椎脱臼の 2例
で， Sprain型前部頚髄損傷例は手術対象となった。話
題の多い‘whiplash-Injury'では Spondylosisの基礎
に加えて， minor Injuryとして whi plash-mechanism 
が引き金的役割を果たしたと目されるものを除いて，早
期安静のみで治癒に至る傾向を示す。 Spondy losisある
いは Herniaではそのほとんどが手術適応でいずれも
椎間板切除前方椎体固定術により劇的な手術効果を示し
ている。手術例数の逐年的増加は明かであり，性，年令，
部位別には諸家統計と同じく 40歳代の男性， C5/6に
ピークを示す。術式は前方法としての Robinson，Smith， 
鈴木法，あるいは Cloward法を主体とする。術後成績
は少数例ではあるが 23例中 20例が満足すべきもので増
悪ないしは死亡例は認めない。 
62. 川鉄病院における頭部外傷患者の統計と興味あ
る症例について
大西盛光，中山宗春，田代正治
鄭 振義 (川鉄病院)
当院の頭部外傷患者は外科外来新患総数の 6.9%に当
たる 533例で，そのうち，入院は 159例であった。病型
分類，各症状の発現頻度は従来の報告者と大差ない。頭
蓋内血腫の診断は脳血管造影法によるが，頭蓋骨々折の
あるものは，骨折のないものに比べて 8倍の高率であっ
た。手術施行例を含めて入院患者の治療成績は，全治，
軽快 148例， 後遺症 8例，死亡 3例で 93%の治癒成績
である。
興味ある症例として，他覚症状がなく，脳血管造影で
発見した芳矢状洞硬膜外血腫と脳血管造影で診断困難で
あった急性硬膜下血躍と視神経交叉附近の血腫に基因す
る嚢腫による視力障害に対する各手術治験例について報
告した。 
63. 	 胃切除後出血とグルミン局所洗練
鋤柄秀一(田島病院)
胃切除後吻合部の出血が多量にあって困ることがあっ
た，術前検査，手術方式に変わりはない。
協和醸酵工業のグノレミンは潰蕩出血の内服薬としては
効果がないが手術後早く 30%水溶液を飲用させると 24
時間で後出血は上まわり 48時間で吻合部のグノレミン洗
糠も終了し鼻管チューブは抜去できます。本年5月以来 
99例各種の切除後使用してみましたが l例も例外なく
止血に成功しました。患者も早く飲め，早くチューブが
とれるので喜んでおります。外傷性手術創にグルミンの
洗礁がもし効果あるならば応用範囲は広いのです。薬理
効果はわかりませんので協和醗酵の研究室で目下研究し
始めました。京都府立医大耳鼻科で副鼻腔炎の術後に使
用し効果があると認めております。わたくしはさらに使
用をつづけるつもりでおります。
